
8）    石狩湾岸地域における地下環境モニタリング 

深見浩司（北海道立総合研究機構 環境･地質研究本部 地質研究所） 

 
  北海道立地下資源調査所（現略称：道総研 地質研

究所）では，1971年から札幌市北部~石狩湾岸にお

いて，地下水位・地盤沈下の調査研究を開始したが，

以来，観測体制を整えながら現在まで継続されてい

る．第 1図に観測所の位置を示し，第 1表にその緒

元をまとめた．当初，札幌市北部の沖積層の地盤沈

下を対象とした調査研究は，札幌市や北海道の行政

部局による精密水準測量の実施につながり，石狩平

野地域の地盤沈下が，地下水揚水によるよりも，地

表付近に分布する分解の遅い泥炭の性状に大きく依

存することが示され，積雪寒冷地である北海道特有

の現象であることを明らかにした． 

  一方で，本調査研究は石狩湾新港地域の地域開発

と密接に係わることとなった．工業団地造成が進む

ものの，各種用水の水源として表流水の開発が進ま

ず，地下水に水源を求めざるをえなくなってきたこ

とが背景にあった．個別の事業者が地下水を開発し

た場合，地盤沈下や塩水化が生じてもなかなか対策

が取れなかった本州各地の事例を参考に，揚水井の

一元的な管理を模索するなど一定の地下水利用条件

を設定して，1980年代以降，地下水を利用しながら，

地下環境の監視をする（地下環境モニタリング）体

制がとられた．この際には，当初の調査研究対象と

した沖積層よりも深い地層が新たな対象となった．

このため，それにあわせた観測井の整備なども進め

られた． 

  以上のように，当時の公害問題としての地盤沈下

の調査研究が，地域の各種用水の水源として地下水

を開発・利用する計画の策定にも寄与した事例とし

て稀有なものといえる．当所は，地下水開発と環境

保全は相反するものではなく，地域の地下環境情報

の的確な収集が重要との立場で，調査研究を進めて

きたことが背景にある．今回の発表では，石狩湾岸

地域の地下環境モニタリングが開始されるまでの経

緯や，調査地域の地盤沈下観測から得られた知見に

ついて，報告する予定である． 

 

 

 
第 1図  地下水位･地盤沈下観測所位置図 

第 1表  地下水位・地盤沈下観測所諸元 


